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■■  ははじじめめにに  
気候変動に関する政府間パネル(IPCC)によると、人為

起源の気候変動が、世界中のありとあらゆる地域で、多く
の気象や気候の極端現象にすでに影響を及ぼしている。
また、国際連合の世界都市人口予測によると、世界の都市
圏の人口割合は年々増加傾向にあり、特に東アジアの諸
都市で都市化の進展、人口集中が顕著である。近年のこう
した変化は、内水氾濫のような都市型水害のリスクを高め
ている可能性があり、気候変動適応のための持続可能な
治水対策を早急に講じる必要がある。 
グリーンインフラの一つである都市緑化には、雨水を一

時的に植栽に保持することで雨水の集中的な流出を抑制
させる効果を有することが知られている。しかし、日本では
気候や施策的な観点から欧米に比べてこの効果について
注目度が低く、取り上げた研究が少ない。 
そこで本研究は日本を含む東アジアを対象に、気候や

緑化条件の違いによる感度評価を行い、都市緑化の雨水
貯留・浸透効果を定量化する。そして、気候変動適応のた
めの治水対策の1つとして、都市緑化の導入を検討する
人々に対して、基礎的な科学的知見を提供することを目的
とする。本研究では、人為的な熱寄与や風環境、土地の
傾斜や排水設備といった街区スケールでの都市の影響は
議論の対象外とする。 
また、研究の発展として、将来の気候・経済シナリオに

おいて都市緑化の雨水貯留・浸透効果を議論することで、
都市計画や再開発に向けた土地利用政策などに有益な
知見を示したい。 
 

■■  活活動動内内容容  
 本研究では、都市緑化が有する雨水貯留・浸透効果を、
雨水貯留率｛=(降水量-流出量)/降水量}という指標を用い
て、数値モデルを使って対象都市ごとに定量化する。今回
は、陸水収支モデルSMBM(Soil Moisture Balance Model)
の妥当性を示すことを中心に検証を行った。 
 
１．SMBMモデルの時空間解像度の適用性検証 
先行研究で利用されていたSMBMモデルについて、本

研究で対象としたい時空間スケールや実現象のプロセス
を再現できるかを検討する。そのために、SMBMモデルの
応答や、複数ある土壌水分を推定するモデルの中での位
置づけなどを調査し、明確化する。 
 

２．実際の実証実験結果との比較 
都市緑化の雨水貯留・浸透効果の実証実験をまとめた

既存の論文等を参考に、SMBMモデルでその実験を再現
し、実験結果とモデル結果での雨水貯留率の違いなどを
比較した。 
 

３．SMBMモデルの確からしさの議論 
  2で得られた結果をもとに、SMBMが本研究で使うことが
できるか、また本研究で用いるうえでの許容できる誤差の
定量化を行った。 
  緑化条件を表 1 にあるモデルの設定パラメータで
変えることで、屋上緑化や庭園型緑地、公園緑地と
いったさまざまな緑化事例を再現する。 

 
表表 1  SMBMモモデデルルのの駆駆動動にに必必要要ななデデーータタ 

データセットの
変数 

降水量[mm] 

ポテンシャル蒸発散量[mm] 

設定パラメータ 土壌厚[mm] 

作物係数[-] 

ほ場容水量[-] 

しおれ点[-] 

ストレス係数[-] 

容易有効水分量の比率[-] 

 

 

図図 1: SMBMモモデデルルのの簡簡単単なな概概念念図図 
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